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ウ
ェ
：
バ
ー
『
世
界
宗
教
の
経
済

倫
理
』
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て

白
　
井
　
暢
　
明

　
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
社
会
学
論
集
の
第
一
論
文
『
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
（
一
九
〇
五
～
六
）
と

後
続
の
『
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
』
（
一
九
一
一
～
一
七
）
諸
論

文
と
は
、
そ
の
考
察
対
象
や
方
法
に
お
い
て
か
な
り
相
違
が
あ

る
。
前
者
が
、
寒
教
の
教
義
的
基
盤
か
ら
実
践
的
生
活
態
度
（
合
理

主
義
的
エ
ー
ト
ス
）
へ
の
甥
署
ゲ
○
｝
○
σ
q
置
。
プ
な
起
動
力
の
説
明
が

主
眼
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
で
は
、
西
欧
対
ア
ジ
ア
と
い
う
比
較

史
的
視
点
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
よ
り
一
般
的
に
、
宗
教
と
実
践
倫

理
と
の
駆
饗
ぎ
δ
σ
q
溢
筈
で
℃
謎
α
q
日
象
置
。
プ
な
関
連
が
追
求
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
も
鎚
面
筥
舞
一
Q
。
。
げ
な
関
連
と
は
、
具
体
的
に
は

そ
の
宗
教
の
担
い
手
で
あ
る
「
社
会
層
」
（
。
。
o
蕊
巴
①
ω
o
霞
。
節
2
）

の
利
害
関
心
と
宗
教
倫
理
と
の
相
互
関
係
を
意
味
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。
本
発
表
は
、
こ
の
点
を
中
心
に
、
　
『
世
界
宗
教
の
経

済
倫
理
』
「
序
論
」
（
悪
闘
Φ
津
§
α
q
）
（
一
九
一
五
）
を
典
拠
と
し
て
、

そ
の
基
本
的
テ
ー
マ
と
方
法
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
序
論
」
の
胃
頭
に
、
以
下
の
諸
論
文
の
包
括
的
観
点
が
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
門
こ
の
叙
述
で
は
当
の
宗
教
の
実
践
倫

理
に
最
も
強
い
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
か
つ
当
の
実
践
倫
理

に
固
有
の
特
徴
を
刻
印
し
た
社
会
層
の
生
活
態
度
の
中
の
方
向
付

与
的
な
諸
要
素
を
そ
の
都
度
摘
出
す
る
試
み
が
主
眼
と
な
る
。
偏

こ
こ
で
い
う
社
会
層
と
は
、
例
え
ば
儒
教
に
お
け
る
、
文
学
的
教

養
を
も
つ
現
世
的
・
合
理
主
義
的
受
聾
者
層
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教

に
お
け
る
都
市
的
な
遍
歴
職
人
履
等
々
で
あ
る
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は

こ
う
し
た
諸
宗
教
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
る
社
会
麟
の
特
性
と
そ

の
固
有
の
利
害
関
心
に
よ
っ
て
各
々
の
宗
教
倫
理
の
性
格
が
少
な

か
ら
ず
規
定
さ
れ
て
い
る
と
み
た
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
、
彼
は

あ
る
宗
教
性
の
特
性
が
、
そ
の
圃
有
の
担
い
手
で
あ
る
社
会
層
の

社
会
的
状
況
の
単
純
な
「
函
数
」
で
あ
る
と
か
、
あ
る
い
は
そ
の

階
層
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
」
ま
た
は
、
そ
の
階
屡
の
物
質
的
・
観

念
的
な
利
害
状
況
の
単
な
る
門
反
映
扁
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
強

く
否
定
す
る
（
唯
物
史
観
批
判
）
。
彼
に
よ
れ
ば
、
宗
教
倫
理
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
の

一
次
的
に
は
そ
の
刻
印
を
ま
ず
宗
教
的
源
泉
、
即
ち
そ
の
宗
教
の

告
知
と
約
束
と
の
内
容
か
ら
受
け
と
る
。
彼
の
こ
の
よ
う
な
考
え

方
は
、
周
知
の
次
の
テ
ー
ゼ
に
集
約
さ
れ
る
。
「
理
念
（
H
住
①
Φ
）
で

は
な
く
て
（
物
質
的
・
観
念
的
な
）
利
害
（
嗣
艮
曾
①
ω
器
三
が
直
接

に
人
間
の
行
為
を
支
配
す
る
。
し
か
し
理
念
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
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れ
る
世
界
像
は
き
わ
め
て
し
ぼ
し
ぼ
転
撤
手
（
≦
①
一
〇
げ
①
一
ρ
ω
叶
Φ
一
一
Φ
臆
）

と
し
て
軌
道
を
決
定
し
、
そ
の
軌
道
の
上
を
利
害
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

ム
が
行
為
を
推
し
動
か
す
。
」
つ
ま
り
、
生
活
態
度
全
体
の
方
向

は
、
そ
の
、
究
極
的
価
値
（
理
念
）
に
よ
っ
て
最
も
強
く
影
響
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

る
の
に
対
し
て
、
追
求
さ
れ
る
救
済
財
の
種
類
は
、
支
配
的
な
社

会
層
の
利
害
状
況
及
び
こ
れ
に
適
合
し
た
生
活
態
度
の
あ
り
方
に

よ
っ
て
強
く
影
響
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ

う
に
救
済
財
の
あ
り
方
に
影
響
を
与
え
る
諸
社
会
層
固
有
の
一
般

的
特
性
を
例
示
す
れ
ぽ
次
の
よ
う
に
な
る
。
知
識
人
罵
は
そ
の
宗

教
の
世
界
像
の
合
理
主
義
的
体
系
化
の
担
い
手
と
し
て
重
要
で
あ

る
が
、
一
般
的
に
「
神
秘
主
義
」
、
現
世
逃
避
的
・
闇
惚
的
救
済
へ

の
傾
向
を
も
つ
ρ
騎
士
的
戦
士
層
の
関
心
は
全
く
此
羅
的
で
あ
り

な
が
ら
現
世
の
合
理
的
克
服
へ
の
傾
向
は
全
く
無
く
、
運
命
の
非

合
理
性
、
決
定
論
的
宿
命
の
思
想
が
支
配
的
と
な
る
。
政
治
官
僚

層
の
揚
合
に
は
、
宗
教
的
義
務
は
究
極
的
に
は
官
職
義
務
で
あ
る

か
、
身
分
的
義
務
に
す
ぎ
ず
、
金
ゆ
る
宗
教
性
は
儀
礼
偏
重
主
義

的
な
性
格
を
帯
び
る
。
農
民
層
は
、
そ
の
経
済
的
な
生
活
全
体
が

自
然
に
束
縛
さ
れ
、
自
然
の
威
力
に
依
存
し
て
い
る
た
め
に
、
結

局
は
呪
術
に
近
づ
き
易
い
傾
向
を
も
つ
。
又
市
民
層
は
多
義
的
な

階
層
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
実
践
的
合
理
主
義
、
つ
ま
り
予
言

と
共
鳴
し
て
生
活
の
倫
理
的
合
理
化
へ
至
る
可
能
性
を
も
っ
て

い
る
。

　
と
こ
ろ
で
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
よ
る
こ
の
よ
う
な
諸
社
会
層
の
墨
承

の
仕
方
自
身
の
内
に
表
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
彼
の
社
会
顧
概
念

は
決
し
て
平
取
的
一
義
的
な
も
の
で
は
な
く
、
少
く
と
も
、
二
つ
の

異
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
混
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
後
に
ウ
ェ
ー
バ
ー

が
次
の
よ
う
に
一
層
明
確
に
定
義
し
て
い
る
「
階
級
」
（
図
蟹
ω
ω
①
）

と
「
身
分
」
（
ω
欝
巳
〉
の
二
つ
で
あ
る
。
「
身
分
状
況
と
は
、
一
次

的
に
は
特
定
の
人
間
集
団
の
生
活
様
式
、
即
ち
教
育
の
様
式
上
の

相
異
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
正
又
は
負
の
社
会
的
名
誉
の
チ
ャ
ン

ス
で
あ
り
、
階
級
状
況
と
は
、
ま
ず
第
一
に
経
済
的
に
重
大
な
典

型
的
状
況
（
市
場
）
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
生
計
及
び
営
利
の
チ

ャ
ン
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
」
さ
て
こ
の
よ
う
に
階
級
的
状
況
に
基

く
利
害
関
心
と
は
別
の
意
味
で
、
身
分
状
況
を
基
盤
と
す
る
社
会

集
団
が
あ
る
宗
教
の
担
い
手
と
し
て
（
即
ち
あ
る
種
の
宗
教
的
身

分
編
成
と
し
て
）
成
立
す
る
場
合
、
そ
の
あ
り
方
は
当
の
宗
教
倫

理
の
特
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
人
間
の

カ
リ
ス
マ
的
資
質
の
不
平
等
と
い
う
宗
教
史
上
普
遍
的
な
経
験
的

事
実
か
ら
、
全
て
の
強
固
な
宗
教
は
カ
リ
ス
マ
的
適
性
の
差
異
に

応
じ
た
一
種
の
身
分
編
成
に
向
う
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
が
即
ち

「
達
人
宗
教
性
」
（
≦
尻
ε
o
器
霞
①
類
σ
q
δ
ω
謬
餌
轡
）
と
「
大
衆
宗
教
性
」

（
霞
器
高
議
①
醸
酒
。
ω
陣
辱
）
で
あ
る
。
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さ
て
、
こ
の
達
人
宗
教
性
は
本
来
救
済
財
の
普
遍
性
を
唱
え
る

・
制
度
的
恩
寵
授
与
共
同
体
一
教
会
と
対
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

、
℃
か
し
、
い
ず
れ
は
大
衆
の
顧
客
を
獲
得
・
維
持
し
て
ゆ
く
た
め

に
、
そ
の
要
求
を
日
常
宗
教
性
ま
で
譲
歩
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
の

そ
の
際
こ
の
譲
歩
が
ど
ん
な
形
で
行
わ
れ
る
か
が
日
常
生
活
に
対

す
る
宗
教
的
影
響
の
あ
り
方
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
。
例
え
ば

一
殆
ど
の
ア
ジ
ア
宗
教
で
は
、
達
人
宗
教
性
は
大
衆
を
呪
術
的
伝
統

の
中
に
放
置
し
た
。
又
達
人
宗
教
性
自
体
の
特
色
も
生
活
態
度
の

発
展
に
重
要
な
影
響
力
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
達
人
宗
教
性
の

救
済
財
及
び
救
済
手
段
が
瞑
想
的
又
は
狂
躁
的
・
忘
我
的
な
性
格

を
も
つ
場
念
に
は
、
達
人
宗
教
性
か
ら
現
世
内
部
で
の
実
践
的
日

常
行
為
へ
の
通
路
は
存
在
し
な
い
。
逆
に
西
欧
の
よ
う
に
達
人
履

が
世
俗
内
生
活
を
神
の
意
志
ど
お
り
に
形
成
す
る
こ
と
を
追
求
す

る
禁
欲
的
ゼ
ク
テ
を
形
成
し
た
場
合
に
は
全
く
異
っ
た
（
周
知
の
）

帰
結
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
、
こ
の
よ
う
な
社
会
摺
に
関
す
る
ウ

　
　
　
　
ロ
　
　
　
コ
　
　
　
　

出
ー
バ
ー
独
自
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
『
世
界
宗
教
の
経
済
倫
理
騒
諸

　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

論
文
の
比
較
史
的
分
析
に
き
わ
め
て
有
効
か
つ
重
要
で
あ
る
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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